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を行い、大腸癌細胞株における PROK2 mRNAの発現を検討した。 
２．１．の結果から得られた低 PROK2 mRNA 発現型大腸癌細胞株である
DLD-1、HCT116、HT29 に pcDNA3-GFP-PROK2 ベクターを導入し、蛍








５．高 PROK2 mRNA 発現大腸癌細胞株である LoVo、 colo320 に
SiRNA(control)と SiRNA(PROK2)を導入し、3 日後の培養液と細胞を用い
た Dorsal sac methodならびに各細胞を皮下移植し、血管新生と腫瘍増殖に
ついて検討した。 
【結果】 
１．大腸癌細胞株 6 細胞中，3 細胞に PROK2 mRNA 発現が認められ、そ
のバンドをシークエンスして PROK2 mRNAと確認した。 
２．蛍光顕微鏡および RT-PCR 法にて PROK2 遺伝子挿入した細胞におい
て pcDNA3-GFP-PROK2が導入されたことを確認した。 
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   ３ 図表は、挿入しないこと。 
 
 
 
